




















































γ土(t)= F (x(t)，σ(t) +と(t)+εん(t)， 、??? ? ?， ，?、
ここでγは散逸係数、と(t)は平均0、分散2ikBTの白色ガウスノイズで、 Tは系の温度である。
F(x(t)，σ(t)は系に働く力(保存力/非保存力含む)であり、ここでは粒子の内部状態?σ(t)，に


























州 c- Vs =εムR(t一州柿+O(ε2)ぅ (5) 
ただし、(一.)cは摂動がかかった状態におけるアンサンプル平均を表す。ここでR(t)はt三0での
み定義されているが、因果律の結果として、時刻tの速度はそれより過去の時間の摂動の影響しか
受けないから、 t<Oでは R(t)= 0と定義しておくのが自然である。
さて、系のパラメータが条件 (3)を満たしており系が平衡に達している場合、ここで定義した相
関関数と応答関数の聞には、 tさOにおいて次のような関係が成立する事を示せる [5]0
C(t) = kBTR(t) (6) 
ここで、任意の関数A(t)のFourier変換を次のように定義すると、
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J(t)dt = b土(t)ーと(t)]0 dx(t)， (9) 
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